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高齢者の運転免許証自主返納を応援
八女市高齢者福祉計画・
　第７期介護保険事業計画
5月12日は民生委員児童委員の日

いざ、全国大会へ。
4月11日（水）、第35回福岡県八女茶手もみ競技大会が
行われました。（詳細は16ページ）
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■ 

対
象
者

次
の
①
②
の
条
件

を
満
た
す
方

①
八
女
市
に
住
所
が
あ
り
、

運
転
免
許
証
返
納
日
に

お
い
て
満
70
歳
以
上
の
方

②
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
所
有
す
る
す
べ

て
の
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
方
（
経
過
措

置
を
適
用
）

■ 

支
援
の
内
容

①
八
女
市
タ
ク
シ
ー
共
通
回
数
券

（
３
０
０
円
券
×
２
０
０
枚 

６
万
円
相
当
分
）

※
回
数
券
は
八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

（
左
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
お
よ
び
福

岡
県
筑
後
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟
タ
ク
シ
ー

の
両
方
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
申
請
は
１
回
限
り
で
す
。

※
回
数
券
の
利
用
は
本
人
に
限
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
有
効
期
間
内
に
あ
る
運

転
免
許
証
を
返
納
し
、「
申
請
に
よ

る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
返
納
場
所
】

▽
八
女
警
察
署

　
（
☎
０
９
４
３
・
２
２
・
５
１
１
０
）

▽
筑
後
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場

　
（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
５
２
０
８
）

【
返
納
方
法
】

　

本
人
申
請
の
場
合
は
、
印
鑑
と
運

転
免
許
証
（
有
効
な
も
の
に
限
る
）

を
持
参
し
申
請
を
行
い
ま
す
。

　
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
事
前
に

八
女
警
察
署
ま
た
は
筑
後
自
動
車

運
転
免
許
試
験
場
に
電
話
等
で
書

類
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
委

任
状
や
診
断
書
等
の
書
類
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
お
よ
び
場
所
】

　

八
女
市
役
所
防
災
安
全
課
ま
た

は
各
支
所
総
務
課
で
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。
申
請
書
は
八
女
市
役
所
防

災
安
全
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▽
申
請
者
の
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合

は
代
理
人
の
印
鑑
）

▽
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

知
書
の
写
し

▽
申
請
者
の
確
認
が
で
き
る
も
の

（
代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の
確
認

が
で
き
る
も
の
）マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
※
、
健
康
保
険
証
、
運
転
経
歴
証

明
書
な
ど

【
申
請
期
限
】

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

日
か
ら
６
か
月
以
内
（
た
だ
し
、
平

成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

４
月
30
日
ま
で
に
自
主
返
納
を
行
っ

た
方
は
平
成
30
年
10
月
31
日
ま
で
）

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
を
応
援

平成３０年
５月１日から 

高
齢
者
が
当
事
者
と
な
る
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
、
八
女
市
で
は
平
成
30
年
5
月
１
日
か
ら
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
で
、
所
有
す
る
す
べ
て
の
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
た
場
合
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

支
援
事
業
の
流
れ

① 

運
転
免
許
証
を

　
自
主
返
納
す
る 

② 

八
女
市
役
所
で

　
支
援
事
業
の
申
請
を
す
る 

　マイナンバーカードとは顔写真
付きのカードで、運転免許証の
ように、身分証明書として利用
できます。また、八女市民の方
は、コンビニエンスストア等で住
民票の写し等の諸証明を取得で
きるコンビニ交付サービスを利用
できます。カードの交付手数料
は初回に限り無料です。申請か
ら交付まで１か月程度必要になり
ますので、お早めに申請されるこ
とをお勧めします。詳しくは、八
女市役所市民課市民係（☎２３・
１１１５）または各支所市民生活
福祉課までお尋ねください。

※マイナン
バーカード
とは

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４・８
１
４
６
）



広報八女 2018.5.13

　
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
は
「
乗
合
（
相
乗
り
）」

の
タ
ク
シ
ー
で
す
。
乗
車
さ
れ
る
方
々
の
予

約
状
況
に
よ
り
運
行
コ
ー
ス
を
決
定
し
ま

す
の
で
、
お
迎
え
や
目
的
地
到
着
時
間
に

ゆ
と
り
を
も
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し

い
利
用
方
法
は
、
八
女
市
役
所
地
域
振
興

課
定
住
対
策
係
も
し
く
は
各
支
所
総
務
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
地
域
振
興
課
定
住
対
策
係

（
☎
２
４
・
8
１
６
２
）

▽
黒
木
支
所
総
務
課
（
☎
４
２・１
１
１
１
）

▽
立
花
支
所
総
務
課
（
☎
２
３・５
１
４
２
）

▽
上
陽
支
所
総
務
課
（
☎
５
４・２
２
１
１
）

▽
矢
部
支
所
総
務
課
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
総
務
課
（
☎
５
２・３
１
１
２
）

次
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ホ
ー
ム
」
→
「
暮
ら
し・手
続
き
」
→
「
交

通
」
→
「
八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

◎
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画

サ
イ
ト
）
※
八
女
市
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
と

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

運
行
形
態

運行範囲 市内全域 11エリアに分けて運行しています。基本的に同一エリア内を運行します。　
※一部エリアを超えて運行します。

運行形態 バス停方式ではありません。予約に応じお迎えにあがります。ただし、乗合（相乗り）です
ので、必ずしもご希望の目的地まで最短距離・最短時間で行かない場合もあります。

運行便数・時刻 1日8 便（8 時、9 時、10 時、11時、13 時、14 時、15 時、16 時）ですが、乗合（相乗り）
ですので、時間にゆとりをもってご利用ください。

運行日 平日のみの運行。※土日祝日および年末年始（12 月29日～ 1月3日）は運休

利
用
方
法
等

ご利用いただける方 1人で乗降できる方（介護人または付添人が同乗する場合を除く）
利用登録 事前に登録手続きが必要です。

利用の予約
電話予約が必要です。予約センターのオペレーターが承ります。( 予約センター☎ 33・2002）
※ 8 時便は前日の16 時 30 分まで、９時便以降の便は 30 分前までに予約が必要です。

運行料金 同一エリア内であれば 1回 300 円です。

ご利用ください
「乗合タクシー」
　電話一本で自宅まで送迎！
　ドア ツー ドア！

【主な利用条件】

福岡県では、高齢運転者による交
通事故が年々増加しています。ブ
レーキとアクセルの踏み間違いに
よる重大事故も発生しています。

　

加
齢
に
伴
い
身
体
機
能
が

変
化
し
、「
認
知
」
や
「
判
断
」

に
遅
れ
と
不
正
確
さ
が
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
自
分
の
身
体
機
能

を
よ
く
理
解
し
、
そ
れ
に
応

じ
た
安
全
運
転
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
加
齢
に
伴
う

身
体
機
能
の
変
化
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
。
運
転
適
正

判
断
の
受
験
や
、
運
転
シ
ュ

ミ
レ
ー
タ
ー
、シ
ル
バ
ー・セ
ー

フ
テ
ィ
ー
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
受
講
な
ど
に
よ
り
、

自
身
の
身
体
機
能
を
正
し
く

理
解
し
ま
し
ょ
う
。
運
転
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
、

運
転
免
許
自
主
返
納
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
安

を
感
じ
る
ご
家
族
の
方
も
、

運
転
免
許
自
主
返
納
を
お
勧

め
く
だ
さ
い
。

注意！

Ｈ24

43，178 43，678
41，168 39，734

37，308

6,019
件

6,668
件

6,951
件

7,092
件

6,967
件

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

高齢者による交通事故が年々増加しています
高齢者が当事者となった交通事故件数

全事故
（件数）
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八
女
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

こ
の
計
画
は
「
市
町
村
老
人
福
祉
計
画
」
と
「
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
一
体
的
に
策
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
策
定
を
義
務
付
け
ら
れ
た
法
定
計
画
で
す
。

　この計画の期間は、平成 30年度から平成 32年度までの 3か年です。
　ただし、計画の策定にあたっては、「団塊の世代」が 75 歳以上となる平成 37 年度ま
での高齢者の状況なども考慮しながら、内容の検討を行いました。今後は、この計画
を着実に進めていくため、毎年度、計画の点検・評価と課題分析を行っていきます。

　計画の基本理念を「いつまでも健康で安心してともに暮らせる環境づくり」とし、
本市のすべての高齢者ができる限り介護等を必要とせずに健康に暮らせるよう、また、
介護や生活支援、医療等が必要になっても、できる限り安心して住み慣れた地域で生
活できるよう、地域の関係団体等と連携・協働して取り組みます。

計画の期間

計画の基本理念

計画の内容

１　地域で高齢者を見守り、支え合う地域包括ケア体制

○市内６圏域ごとに設置した地域包括支援センターの機能強化や地域ケア会議の推進
　などにより、本市の特性に応じた「八女市地域包括ケアシステム（※左ページイメー
　ジ図）」の深化・推進を図ります。
○地域住民や関係団体等と連携して高齢者の見守りや支え合いのための仕組みを強化

２　介護予防と生活支援の充実

○平成 29 年度から開始した介護予防・日常生活
　支援総合事業やその他の生活支援サービスを
　充実します。
○市内６圏域ごとに配置した生活支援コーディ
　ネーターを中心に、高齢者の生活支援に係る
　課題やニーズを把握し、多様な主体と連携し
　たサービス創出に取り組みます。

３　健康づくりや社会参加・
　　生きがいづくりの推進

○社会福祉協議会やボランティア等と連携して
　「ふれあいサロン」のさらなる拡充を図ります。
○老人クラブや就労、生涯学習・スポーツ活動
　等、高齢者の健康づくりや生きがいづくりにつながる社会参加の推進を図ります。

４　安心して暮らせる環境づくりの推進

○筑後市・広川町や八女筑後医師会と連携して、医療と介護の両方を必要とする高齢
　者が安心して暮らせる体制づくりを進めます。
○認知症の初期対応体制の強化や認知症サポーターの育成など、認知症施策の充実を
　図ります。
○虐待等から高齢者を守るための権利擁護施策や家族介護者への支援を推進します。
○住まいや移動等の問題も含めた高齢者にやさしい福祉のまちづくりや防犯・防災対
　策の充実を図ります。

概
要

老人クラブ活動（H29.10.18：高齢者スポーツ大会）

　するとともに、介護サービス従事者やボランティア等の地域人材の確保・育成に取
　り組みます。
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（※）地域包括ケアシステムとは
　高齢者が、可能な限り、住み慣れた地域でその有する能力に応じ自立
した日常生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防、住まい
および自立した日常生活の支援が包括的に確保される体制

５　介護保険サービスの充実

○小規模多機能型居宅介護について未整備の３圏域（上陽・矢部・星野）に１か所ずつ整備し、市内６圏
　域全てでの設置をめざします。
○介護保険サービスを必要とする人に必要なサービスが適切に提供されるよう、要介護（要支援）認定の
　適正化やケアプランの点検等の給付適正化に取り組みます。
○介護保険に関する情報提供や相談対応、事業者指導等によるサービスの質の確保等の充実を図ります。

介護保険料
　65 歳以上の高齢者の介護保険料は 3 年ごとに改定しています。
　平成30～32年度の介護保険料は、この3年間に提供される介護サービスの総費用を推計し、これに見合っ
た介護保険料を算定しています。
　【介護保険料の基準額】月額 6,000 円
　【保険料段階】低所得者の負担に配慮しつつ負担能力に応じた保険料となるよう、国の標準（9 段階）よ
　　　　　　　  りもさらにきめ細かく 11 段階で所得段階の設定を行いました。
　【特別徴収の 4 月分・6 月分の保険料】4 月分・6 月分の年金から天引きされる保険料は、平成 29 年度
　　　　　　　  の保険料に基づき仮徴収します。

問い合わせ　介護長寿課 介護サービス係（☎ 23・2545）介護認定係（☎ 23・1353）
　　　　　　　高齢者支援係（☎ 23・1308）地域包括支援係（☎ 23・1203）

八女市地域包括ケアシステム（イメージ）

Ａ  
日
常
生
活
圏
域

Ｂ  

日
常
生
活
圏
域

・
・
・
・
・
・
・
・

地域協働・地域づくり

地域の各種団体等
地域住民・ボランティア・警察・
郵便局・商店・介護事業所等

支援を要する人
家族・親族

日常生活圏域
地域ケア会議

地域包括ケア
推進支援会議

地域包括支援センター

地域ケア会議
（3 段階）

地域包括支援センター運営協議会
介護保険事業計画等推進委員会

生活支援
コーディネーター

・協議体

市役所（支所）
医療・介護・
福祉関係機関

（全市および広域レベル）

小地域
ケア会議

（個別ケース）

 ※イメージ図内の　　　　  　は 

　支援を、　　　　　は連携・協

　働を現します。
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後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
被
保
険

者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化

の
予
防
等
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
被
保
険
者
へ
４
月
下
旬
か
ら
５
月

初
旬
に
か
け
て
受
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

⃝

受
診
対
象
者
＝
被
保
険
者
。
た
だ
し
、
健
康

診
査
の
目
的
か
ら
、
生
活
習
慣
病
（
※
）
の
治

療
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
者
と
な
り
ま

せ
ん
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、

脂
質
異
常
症
そ
の
他
の
疾
病
で
、
内
臓
脂
肪
の

蓄
積
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

⃝

受
診
票
の
送
付
時
期

ア
平
成
30
年
4
月
末
現
在
で
被
保
険
者
の
方
…

4
月
下
旬
～
5
月
初
旬

イ
平
成
30
年
5
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
…
75

歳
に
な
る
誕
生
月
の
10
日
頃
（
誕
生
日
前
の
受

診
は
で
き
ま
せ
ん
）

⃝

受
診
時
の
自
己
負
担
金
＝
一
律
５
０
０
円

⃝

受
診
の
方
法
＝

① 

か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
、
前
回
、
健
康
診

査
を
受
け
た
医
療
機
関
に
、
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
が
受
診
で
き
る
か
確
認
し
、
予
約
を
す
る
。

（
ど
こ
に
予
約
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
時
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

② 

健
康
診
査
を
受
診
す
る
。

受
診
の
際
は
、必
ず
「
被
保
険
者
証
」、「
受
診
票
」

「
自
己
負
担
金
５
０
０
円
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
、
次
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
後
期

高
齢
者
の
口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
等
の
疾
病
を

予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
5
月
中
旬
に
受
診
券
、
質
問
票

等
を
送
付
し
ま
す
。

⃝

受
診
対
象
者
＝
本
年
度
76
歳
に
な
ら
れ
る
県

内
の
被
保
険
者
（
昭
和
17
年
4
月
1
日
～
昭
和

18
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）
※
長
期
入
院
の

方
、
施
設
入
所
の
方
等
を
除
く

⃝

受
診
期
間
＝
6
月
1
日
～
12
月
31
日

⃝

受
診
券
の
送
付
時
期
＝
５
月
中
旬
に
広
域
連

合
よ
り
郵
送

⃝

受
診
の
方
法
＝
同
封
し
て
い
る
歯
科
健
診
の

実
施
医
療
機
関
に
、
必
ず
予
約
の
う
え
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

⃝

受
診
時
に
持
っ
て
い
く
も
の
＝

▽
受
診
券

▽
質
問
票
（
記
入
し
て
実
施
医
療
機
関
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

▽
被
保
険
者
証　

▽
受
診
料
３
０
０
円

⃝

そ
の
他
＝
平
成
32
年
度
ま
で
に
限
り
、
77
歳

以
上
に
な
ら
れ
る
被
保
険
者
で
歯
科
健
診
を
希

望
す
る
方
も
受
診
で
き
ま
す
。
上
記
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

【健康診査】【歯科健診】
今年度から実施
します。対象者
の方には 5 月中
旬に受診券等を
送付します。

生活習慣病の予
防や重症化を予
防するために、
実施しています。

⃝問い合わせ＝▽福岡県後期高齢者医療広域連合お問い合わせセンター
（〒 812-0044 福岡市博多区千代 4 丁目1番 27 号・福岡県自治会館 5 階）
☎０９２６５１・３１１１／N０９２６５１・３９０１／ http://www.fukuoka-kouki.jp/
▽八女市役所市民課公費医療係（☎２３・１１１７／N２３・３７３７）
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⃝

事
業
内
容

【
自
立
相
談
支
援
事
業
】

　

相
談
を
受
け
た
支
援
員
が
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
か
を
一
緒
に
考
え
、
具
体
的

な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

【
住
居
確
保
給
付
金
】

　

離
職
等
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
、
ま
た

は
失
う
お
そ
れ
の
高
い
方
に
は
、
一
定
期
間
、

家
賃
相
当
額
を
支
給
し
、
就
職
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。（
年
齢
・
収
入
・
求
職

活
動
を
行
う
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）

【
家
計
相
談
支
援
事
業
】

　

家
計
の
収
支
な
ど
の
課
題
を
分
析
し
、

き
め
細
や
か
な
相
談
支
援
や
家
計
管
理
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
】

　

保
護
者
が
仕
事
で
不
在
の
世
帯
等
の
子

ど
も
へ
の
学
習
支
援
や
、
仲
間
と
出
会
い
活

動
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
、
学
習
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
保
護
者
の
理
解
の
促
進
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

⃝

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
生
活

支
援
係(

☎
２
３・１
３
５
０)

①
県
条
例
に
よ
り
建
築
が
制
限
さ
れ
て

い
る
範
囲
（
下
図
）

②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

①
除
却
等
費
＝
危
険
住
宅
の
撤
去
費
、

動
産
移
転
費
、
仮
住
居
費
な
ど
の
費
用

を
１
戸
当
た
り
80
万
2
千
円
を
上
限
と

し
て
補
助
し
ま
す
。

②
建
物
助
成
費
＝
危
険
住
宅
に
代
わ

る
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
（
土
地
の

取
得
を
含
む
）
の
資
金
を
金
融
機
関

等
か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
、
利
子
相
当

額
を
１
戸
当
た
り
４
１
５
万
円
（
建
物

３
１
９
万
円
、
土
地
96
万
円
）
を
限
度

と
し
て
補
助
し
ま
す
（
借
入
利
率
年
８・

５
％
を
限
度
）。

★
補
助
の
手
続
き
に
は
、
県
へ
の
事
前

申
請
や
予
算
計
上
な
ど
期
間
が
必
要
な

た
め
、
事
業
を
検
討
さ
れ
る
際
は
、
下

記
窓
口
ま
で
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ】
▽防災安全課（☎ 23・1731）
▽黒木支所総務課（☎ 42・1111）
▽立花支所総務課（☎ 23・5142）
▽上陽支所総務課（☎ 54・2211）
▽矢部支所総務課（☎ 47・3111）
▽星野支所総務課（☎ 52・3112）

補
助
金
の
内
容

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

  

が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
が
あ
る
区
域
（
が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
）
内
に

あ
る
既
存
の
住
宅
（
危
険
住
宅
）
を
除
去
し
、
安
全
な
土
地
へ
新
築
（
購
入

も
含
む
）
す
る
人
に
、
国
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
移
転
費
用
の

補
助
を
行
う
事
業
で
す
。
補
助
対
象
者
は
市
内
転
居
者
に
限
り
ま
す
。

が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
と
は

生
活
や
就
労
に
つ
い
て
、
困
り
ご
と
や

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

仕
事
が
な
か
な
か
み
つ
か
ら
な
い
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

お
困
り
ご
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

支
援
員
が
一
緒
に
考
え
、
解
決
に
向
け
て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

家
族
や
知
人
な
ど
、
本
人
以
外
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
周
り
で
お
困
り
の
方
が
い
れ
ば
、
そ
の
方
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

料理の合間に、箸の持ち方を説明する國武さん

　
か
た
ら
ん
ね

地域の方に教わりながら、上手に調理す
る子どもたち

　
土
曜
ク
ラ
ブ

　
こ
ど
も
食
堂
た
ち
ば
な

 

子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
事
業

広
が
る
子
ど
も
食
堂

市
内
各
地
に
お
い
て
、
事
業
所
や
多
く
の
方
の
善
意
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
子
ど
も
食

堂
が
開
催
さ
れ
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

●
日
時
＝
毎
月
第
2
・
第
４
土
曜
日
、

10
時
～
15
時

●
場
所
＝
ひ
ま
わ
り
園

●
代
表
＝
國
武
稲
子
☎
０
９
０
・
９
４

０
７
・
９
８
８
４

　「
か
た
ら
ん
ね
」
に
は
、
子
ど
も
た
ち

が
集
い
、
何
で
も
話
せ
る
安
ら
ぎ
の
場

を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
加
わ

る
、
語
る
と
い
う
２
つ
の
意
味
を
込
め
ま

し
た
。
給
食
調
理
員
と
し
て
長
く
勤
め

た
経
験
を
生
か
し
、
で
き
た
て
の
お
い
し

い
食
事
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
い
ま

す
。
食
材
の
切
り
方
や
、
簡
単
な
調
理

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
自
立
心
を
養
い
、

料
理
を
教
わ
っ
た
り
、
一
緒
に
食
べ
た
り

す
る
こ
と
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

そ
の
他
、
市
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
食
堂
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時
等
＝
毎
週
土
曜
日
11
時
30
分
～

13
時
、「
小
学
生
へ
の
学
習
支
援
」
12
時

30
分
～
13
時
30
分
、「
中
学
生
へ
の
学
習

支
援
」
13
時
～
15
時

●
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
・
社

会
福
祉
会
館

●
代
表
＝
下
川
京
子
☎
０
９
０
・
３
０

７
３
・
８
２
１
２

　
食
と
学
習
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
調

理
・
学
習
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
特
技
（
折

り
紙
等
）
を
教
え
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
＝
毎
月
最
終
土
曜
日
11
時
30
分

～
13
時
30
分

●
場
所
＝
八
女
市
働
く
女
性
の
家

●
代
表
＝
伊
藤
玲
子
☎
０
９
４
３・２
４・

２
７
５
５

　
楽
し
く
一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
に
心
安
ら
ぐ
場
所
を
提
供

し
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

にぎやかで楽しい食事のひととき

私たちも子どもたちから元気をもらっています

■
八
女
市
こ
ど
も
食
堂
事
業
費
補
助
金

　

子
ど
も
食
堂
を
行
う
団
体
へ
、
施
設

整
備
費
、運
営
費
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
☎
０

９
４
３
・
２
３
・
１
３
５
１

■
八
女
市
社
協
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

　

事
業
所
等
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
米
や
食
材
等
を
、
子
ど
も
食
堂
ほ
か

様
々
な
支
援
活
動
へ
活
用
す
る
取
り
組

み
で
す
。
平
成
28
年
10
月
よ
り
実
施
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
０
９
４
３
・
２
３
・
０
２
９
４



平成30年度
「子育て支援員」研修

子育て支援員研修の受講生を募集します。
子育て支援員とは、各自治体等が実施する「子育て支援員研修」
を終了し、子育ての分野で働く際に必要な知識や技術を身につ
けていると認められている方のことです。

日　時 研　修　内　容（科目）
５月14 日㈪
10:00 ～ 16:00 【基本研修（８科目）】

◦子ども子育て家庭の現状
◦子ども家庭福祉 等５月15 日㈫

10:00 ～ 16:00

５月21日㈪
10:00 ～ 15:30

【地域保育コース】
専門研修「ファミリー・サポート・センター事業」
   （４科目）
◦ファミリー・サポート・センターの概要
◦ファミリー・サポート・センターの援助内容 
等

５月28 日㈪
10:00 ～ 16:00

【地域保育コース】
専門研修「共通科目」（１２科目）
◦乳幼児の生活と遊び
◦乳幼児の発達と心理
◦心肺蘇生法
◦グループ討議　等

６月４日㈪
10:00 ～ 16:00

６月８日㈮
10:00 ～ 16:30

６月11日㈪
10:00 ～ 16:30

【地域保育コース】
専門研修「一時預かり事業」６科目
◦一時預かり事業の概要
◦一時預かり事業の保育内容 等

ファミリー・サポー
ト・センター事業

（まかせて会員）

一時預かり事業
（保育従事者）

共通科目（講義・演習）12 科目

基本研修（講義・演習）8 科目

選択科目（講義・
演習）4 科目

選択科目（講義・
演習）6 科目

地域保育コース

専
門
研
修

研修の体系

【一時預かり事業とは】
保育所（園）を利用されていないご家庭で、日常生活の
突発的な事情や保護者の非定期的なパート就労や入院・
育児疲れ等で保育が困難となった場合に、お子さまを一
時的にお預かりする事業です。

⃝研修会場＝やめっこ未来館 学習室 2・3
⃝募集対象者＝子育て支援に興味関心のあ
る方
⃝申込方法＝電話・ファクスにて受付
⃝受講料＝無料
⃝託児＝無料（１週間前までにお申し込みく
ださい）

【申込・問い合わせ】
八女市子育て支援総合施設やめっこ未来館

☎２４・８８１４／O２４・８８１５
やめファミリー・サポート・センター
　 ☎２３・１５４６

保育施設への送
り迎えおよび開始
前・終了後の子ど
ものお預かり。

保護者の病気や
冠婚葬祭などの
緊急時の子ども
のお預かり。

保護者の買い物
等外出の際の子
どものお預かり。

ファミリー・サポート・センターってどんなことをするの？

保 護 者の短時
間・臨時的就労
の場合の子ども
のお預かり。

学校の放課後、学
童保育終了後の子
どものお 預 かり。
塾への送迎。

ファミリー・サポート・センター
事業とは、「子育ての援助を
受けたい人」と「子育てのお
手伝いができる人」が会員登
録をし、地域の中で子育ての
手助けを行う会員組織のこと
です。（有償ボランティア）

受講者
募集

広報八女 2018.5.19
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▼平成３０年度地域づくり提案事業採択団体一覧　　　　　※申請受付順

団体名 活動名称 活動の概要

長峰校区まちづくり
連絡協議会

豊福地域の歴史・伝統行事
等を伝えるための郷土史編
さん事業

編さん委員会を置き、郷土史の企画、資料収集、史料調査・研
究事項等の調査を行い、読みやすい郷土史の作成にあたる。

川崎校区まちづくり
協議会 第３回かわさきよか祭

校区民が和気あいあいと参加できる地域交流の場となる祭りを開
催する。石灯籠など伝統産業や地元生産者の商品のバザー、ハ
イキングなどを行う。会場を川崎小学校とし児童と住民とのふれ
あいの場にする。

光友地区地域振興
会議 第２回光友まつり 地元の保育園、中学校、文化サークル等の発表や、のど自慢、

昔あそび、バザー等を行う祭りを開催する。

上妻校区まちづくり
協議会

地域で支えていく子どもの
成長支援（コミュニティ・
スクール）事業＆環境美化

（景観）事業～地域と学校
が連携した花いっぱい運動

上妻小学校の児童と地域住民が共同でプランターへ花の植栽を
行い、小学校の校門および公民館周辺に設置する。各プランター
には、児童が作成した標語をシールにして貼付する。

三河校区まちづくり
協議会

矢部川河川敷および遊歩道
沿いの景観づくり事業

（第２期）

平成 24 年の豪雨災害前の景観を取り戻すべく、矢部川の河川敷
および遊歩道沿いに彼岸花の植栽を行い、草刈りや整地、植栽
後の管理作業等に地域をあげて取り組む。「彼岸花群生地」と表
示した立て看板を設置する。

豊岡地区自治運営協
議会

故郷の昔を残す冊子づくり
（ふるさと豊岡地区をたずね
て）

現存する歴史的資産等を調査し、写真に説明を加えた冊子を作
り「豊岡」の名が残る歴史文献としてまとめあげる。

豊岡地区自治運営協
議会

菖蒲園の里づくり
（環境美化推進事業）

荒廃農地を解消するため、雑草の刈り取りを行い、菖蒲を植栽す
る。平成 30 年度は、980㎡の菖蒲園を作り、年間を通して維持
管理を行う。

大淵地区自治運営協
議会 世代を超えた文化の継承

大淵地区の８行政区にデジカメを配布し、任命する「記録員」が
行事や活動を記録する。記録したデータは、編集して協議会総
会や行政区で試写会を行い、大淵地区全体の文化として共有し
ながら後世に残す。

大淵地区自治運営協
議会

大淵地区集落地名案内板コ
ンテスト

集落の歴史・地形などの特徴を表したメッセージ性のある地名案
内板を地域住民で作成、設置し、優秀作品を表彰する。

夢かさはら自治運営
協議会 きのこ村安全対策事業

大雨の際に土砂崩れしないよう、きのこ村キャンプ場に流れてく
る谷沿いの人工林を伐採し、６ｍ程の幅で切りあけて自然林に戻
していく。切った木は加工し、きのこ村に活用する。

夢かさはら自治運営
協議会

櫨の植樹と里山アーティス
トインレジデンス in 上鹿子
尾

上鹿子尾の小高い山に自生している木を切り、櫨の苗木を植える。
人が集まり交流が生まれる山になるよう、伐採した木を使い、アー
ティストインレジデンス（芸術制作を行う人を一定期間ある土地
に招へいし、滞在しながら作品制作を行わせる事業）を行う準備
をする。

上陽地区まちづくり
協議会久木原支部

久木原地区グラウンド整備
事業

久木原地区グラウンド西側敷地のフェンス、プレハブ倉庫を撤去
し、グラウンドを拡充する。遊歩道の整備、グラウンドの芝生化、
樹木の移植を行い、久木原地区の憩いの場とする。

　地域づくり提案事業は、地域再生・活性化のための新たな取り組みをまちづくり協議会等の地域団体から募集し、
助成金を交付するものです。平成 30 年度実施事業を募集、選考した結果１２件を採択しました。採択団体は、平
成 31年３月までの期間、各地域で活動を展開します。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。
⃝問い合わせ＝地域振興課（☎２３・１２２４）

平成３０年度地域づくり提案事業１２件を採択しました
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平成 30 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　

市
で
は
、
市
民
団
体
等
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
事
業
の
提
案
を
求

め
、
各
団
体
の
特
性
を
活
か
し
た
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提

案
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
で
29
年
度
に
提
案
を
採
択
さ

れ
た
各
団
体
の
活
動
の
報
告
会
を
、

協
働
カ
フ
ェ
形
式
で
開
催
し
ま
す
。

報
告
者
と
参
加
者
が
共
に
お
茶
な
ど

を
囲
む
気
軽
な
雰
囲
気
の
中
、
ま
ち

づ
く
り
の
成
果
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

⃝

日
時
＝
５
月
26
日
㈯
13
時
30
分
～

（
３
時
間
程
度
）

⃝

会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

⃝

参
加
対
象
＝
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
団
体
等
の
人
や
、
テ
ー
マ
に
関

心
の
あ
る
人
な
ど
（
参
加
無
料
、
事

前
申
込
不
要
）

⃝

発
表
団
体

【
29
年
度
採
択
団
体
】
大
淵
献
灯
祭

実
行
委
員
会
／
八
女
市
上
陽
咩
さ
る

こ
協
会
／
八
女
徐
福
会
／
文
楽
八
女

公
演
実
行
委
員
会
／
こ
ど
も
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
／
八
女
軽

ト
ラ
市
実
行
委
員
会
／
日
本
野
鳥
の

会
筑
後
支
部
／
音
楽
の
生
／
本
町
夜

市
実
行
委
員
会
／
八
女
の
ロ
マ
ン
実

行
委
員
会
／
屋
敷
地
区
活
性
化
推
進

会
議
／
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
ば
り

よ
る
よ
星
野
村
／
Ｌｅ
ｍ
ｏ
ｎ
Ａ
ｉ
ｄ

実
行
委
員
会
／
と
び
か
た
映
画
村
実

行
委
員
会
／
一
般
社
団
法
人
八
女
青

年
会
議
所
／
八
女
上
陽
の
「
ひ
ふ
み

よ
橋
」
を
守
る
会
／
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｐ

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
実
行
委
員
会

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課

（
☎
２
３・１
２
２
４
）

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
成
果
を

協
働
カ
フ
ェ
で
報
告
し
ま
す

市民との協働
によるまちづく

り提案事業
成果報告会

　館内では八女伝統本玉露（ＧＩ地理的表示登録産品・800
円）、玉露しずく茶・抹茶（500 円）がお楽しみいただけます。

【ＧＷ新茶フェア】５月３日㈷～５日㈷▽闘茶会（800 円）
▽釜炒り茶体験＝ 500 円▽茶室での呈茶＝ 500 円

【新茶試飲即売会】５月３日㈷～ 6日㈰ 10 時～【美味しいお
茶の淹れ方教室】５月6日㈰ 13 時～／参加費 500 円※要予
約【茶摘み体験】５月5日㈷ 10 時～／大人 2,500 円、子ど
も1,500 円※要予約

【20 周年記念べんがら村創業祭】４月29日㈷・30日㈷、5 月
2日㈬お茶直売コーナー（5/1～5/6 毎日先着で新茶の一煎パッ
ク進呈）※ 4/29 ガラポン抽選会、5/3日～６日八女茶風呂

【新茶まつり】４月29日㈷・30日㈷、５月３日㈷～ 6日㈰
【タケノコバーガー限定販売】5 月 4 日㈷～ 5 日㈷
【母の日アレンジフラワー対面販売】５月12日㈯・13日㈰（花き部会）
タケノコバーガーやアレンジフラワーには数に限りがあります。

【八女新茶まつり】5 月5日㈷ 10 時～ 17 時（悪天候時 6日
㈯に順延）／八女伝統工芸館駐車場・鉄道記念公園／新茶
の試飲・販売、ステージイベント、マルシェ、八女茶娘クイー
ンコンテスト等◦問い合わせ＝八女商工会議所（☎ 22・5161）

▼茶の文化館（星野） ☎５２・３００３

▼ほたると石橋の館（上陽）☎ 54・2150

▼八女市健康増進施設 べんがら村☎２４・３３３９

▼道の駅たちばな　☎３７・１７１１

５月の連休期間中お茶のイベント等

▼八女商工会議所産業振興委員会、県茶業青年の会等

11 広報八女　2018.5.111
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消費生活
そうだん

㊶

▼
興
奮
を
得
る
た
め
に
、
使
用
金
額
を

増
や
し
て
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
を
す
る
。

▼
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
を
す
る
の
を
中
断
し
た

り
、
中
止
し
た
り
す
る
と
落
ち
着
か
な

く
な
る
、
ま
た
は
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。

▼
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
を
す
る
こ
と
を
制
限
し

よ
う
、
減
ら
そ
う
、
ま
た
は
や
め
よ
う
と

し
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

▼
し
ば
し
ば
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
に
心
を
奪
わ

れ
て
い
る
。

▼
苦
痛
の
気
分
の
と
き
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

を
す
る
こ
と
が
多
い
。

▼
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
の
負
け
を
取
り
戻
そ
う

と
し
て
別
の
日
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
を
す
る

こ
と
が
あ
る
。

▼
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
へ
の

の
め
り
込
み
を
隠
す
た

め
に
ウ
ソ
を
つ
く
。

▼
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
に

よ
っ
て
大
切
な
人
間

関
係
、
仕
事
、
教
育
、

ま
た
は
職
業
上
の
機

会
を
危
険
に
さ
ら
し
た

り
、
失
っ
て
し
ま
っ
た

り
し
た
こ
と
が
あ
る
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
、
大
丈
夫
？

▼
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
し

た
絶
望
的
な
経
済
状
態
か
ら
免
れ
る
た
め

に
、
他
人
に
お
金
を
出
し
て
く
れ
る
よ
う

頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

▽
小
さ
な
目
標
を
設
定
し
な
が
ら
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
等
を
し
な
い
生
活
を
続
け
る
工
夫

を
し
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
か
ら
の
回

復
、
再
発
防
止
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。ま
ず
は
今
日
一
日
や
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
な
ど
、

関
係
機
関
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
人
た
ち
が
相
互
に

支
え
あ
う
自
助
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
何
よ
り
家
族
の
協
力
が
大
切

で
す
。

《
依
存
症
の
相
談
窓
口
》

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２・５
８
２・７
５
０
０
）

⃝

消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時
30
分

～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支
所
で

出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
☎
４
２・１
１
１
１
）

立
花
町
立
花
俳
句
会

凍
蝶
に
か
け
る
情
の
あ
る
な
し
と
［
吉
泉
守
峰
］ 

口
喧
嘩
こ
れ
も
脳
ト
レ
春
の
宵  ［ 

原
　
宣
子
］

記
念
樹
の
桜
水
面
を
賑
は
せ
り
［
中
村
テ
ル
ヨ
］

椿
落
ち
水
面
く
る
く
る
踊
り
を
り
［
西
島
志
乃
芙
］

春
耕
や
心
た
が
や
し
苗
植
う
る
［
武
田
行
夫
］

白
菜
に
藁
の
鉢
巻
精
を
出
す ［
深
町
和
子
］

持
ち
寄
り
の
精
進
料
理
和
を
深
む ［
平
田
清
香
］

花
の
下
少
女
二
人
の
ラ
ン
チ
か
な
［
橋
本
ミ
ユ
キ
］

山
頂
の
初
弁
天
や
風
す
さ
ぶ ［
井
上
ト
シ
子
］

久
に
会
ふ
友
も
彼
岸
の
寺
詣
［
牛
島
景
子
］

奥
八
女
の
風
の
促
す
茶
の
芽
吹
き ［
堤 

多
鶴
子
］

桜
満
つ
目
を
細
め
け
り
石
地
蔵
［
松
延
み
さ
と
］

忙
し
げ
に
啄
む
鳥
や
春
隣
［
中
島
正
美
］

■
次
の
よ
う
な
項
目
に
あ
て
は
ま
る
方

は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん

■
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
か
ら
回
復
す
る

た
め
に
は

　全国茶手もみ大会で
　優勝を目指す

競
輪
・
競
馬
・
競
艇
な
ど
の
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
ま
た
パ
チ
ン
コ

な
ど
の
施
設
遊
戯
で
も
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
や
家
族
は
大
丈
夫
で
す
か
。

八
女
紫
苑
句
会

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、あ
な
た
の「
声
」を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、

市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
ご
本
人
へ
回
答
も

し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

12
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キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
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場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
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5月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
  　　　　　　  土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
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♥本館＝5日、12日、19日、26日
　おはなしコーナー
※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝12日㈯10時30分～
　 　おはなしコーナー

5月のあかちゃんよみきかせ

0 ～2歳くらいの赤ちゃん対象
です♪
♥本館　6日㈰、19日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館 26日㈯10時30分
～　おはなしコーナー

幼児～小学生の皆さん対象です♪

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
3 ㈷，4 ㈷，5 ㈷，7 ㈪ ,14 ㈪ ,21㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
7 ㈪ ,14 ㈪ ,21㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪図書館の休館日

5月

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

1㈫ ,3 ㈷，4 ㈷，5 ㈷，8 ㈫ ,15 ㈫ ,22 ㈫ ,25 ㈮ ,29 ㈫

★5月の館内整理日は25日㈮★

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

黒木町笠原で祖父の代から続く茶
業を営む。平成24年7月の九州北
部豪雨災害では自宅・茶園とも大
きな被害に遭うが、「農業が自分
に合っている。せっかくお茶の技
術を身につけのだから」と奮起。現
在、5.3㌶の茶園で、煎茶・かぶせ
茶・玉露を栽培。趣味は草野球。

　

４
月
11
日
㈬
に
行
わ
れ
た
福
岡
県

八
女
茶
手
も
み
競
技
大
会
・
個
人
の
部

に
お
い
て
30
点
満
点
で
優
勝
し
た
徳

永
さ
ん
。７
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

「
静
岡
で
２
年
間
、お
茶
の
手
も
み
を

勉
強
し
ま
し
た
。今
の
時
代
、お
茶
の

加
工
は
機
械
で
行
い
ま
す
が
、機
械
は

手
の
動
き
を
再
現
す
る
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
農
家
は
１
年
間
丹
精

込
め
て
お
茶
を
育
て
ま
す
。そ
の
生
葉

の
持
っ
て
い
る
味
や
力
を
そ
の
ま
ま
お

茶
に
す
る
た
め
に
は
、加
工
の
技
術
が

大
事
で
す
。一
つ
一
つ
の
加
工
の
工
程

の
意
味
を
理
解
し
て
、そ
れ
に
沿
っ
て

お
茶
に
無
理
を
さ
せ
る
こ
と
な
く
手

を
動
か
し
て
い
き
ま
す
。最
近
は
、若

い
人
た
ち
が
手
も
み
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
私
も
聞
か
れ
た
ら
何
で
も
教
え

る
し
、他
の
人
の
手
も
み
を
見
て
気
付

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
八
女
全
体
の

手
も
み
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い

る
の
が
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。お
茶

工
場
で
も
そ
の
技
術
を
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　
今
年
11
月
に
、
全
国
茶
手
も
み
大

会
が
八
女
市
立
花
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
全
国
大
会
の
福
岡
県
開
催

は
初
。
団
体
の
部
で
優
勝
し
た
星
野

チ
ー
ム
と
と
も
に
、個
人
戦
１
位
か
ら

３
位
の
３
人
で
チ
ー
ム
を
作
り
私
も

出
場
し
ま
す
。ぜ
ひ
優
勝
し
た
い
で
す

し
、
他
県
の
上
手
な
人
た
ち
の
技
術

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、と
て
も

楽
し
み
で
す
。
八
女
は
全
国
か
ら
見

た
ら
小
さ
な
産
地
。だ
か
ら
こ
そ
品
質

に
こ
だ
わ
り
、
消
費
者
か
ら
喜
ば
れ

る
お
茶
を
作
っ
て
い
き
ま
す
」

　全国茶手もみ大会で
　優勝を目指す

手揉みの作業「葉振い」
をする徳永さん

県
八
女
茶
手
も
み
競
技
大
会
で
７
連
覇 
徳
永 

慎
太
郎
さ
ん（
黒
木
）

110

5月のよみきかせ

　図書館で利用しなくなった本や雑誌
をお譲りします⃝日時＝ 5 月3日㈭～ 6
日㈰ 10 時～ 17 時⃝場所＝八女市立図
書館本館２階ロビーと研修室　※おひ
とり10 冊まで（10 冊のうち雑誌は５冊
まで）。本を入れる袋をご用意ください

『
こ
び
と
づ
か
ん
』（
な
ば

た
と
し
た
か
著
）
を
元
に

し
た
宝
さ
が
し
。「
こ
び
と
」

を
す
べ
て
見
つ
け
た
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
よ
♪

「
食
育
」
に
関
係
し
た
本
を

展
示
・
貸
出

♥
「
こ
ど
も
映
写
会
」
５

月
６
日
㈰
14
時
～
／
八
女

文
化
会
館
２
階
研
修
室

♥
「
春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お

は
な
し
会
」
５
月
12
日
㈯

本
館
２
階
研
修
室
／
14
時

～

は
じ
ま
る
よ
！

本
の
カ
ー
ニ
バ
ル

２
０
１
８
第
60
回
「
こ
ど
も
の
読
書
週

間
」
４
月
23
日
㈪
～
５
月
12
日
㈯

「
こ
び
と
探
し
」を
し
よ
う
！

テ
ー
マ
図
書
展
示

本
館
特
別
イ
ベ
ン
ト

八女市立図書館
では、５月13日
㈰までイベント

開催中！

ブックリサイクルのお知らせ
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支
え
合
う

 

住
み
よい
社
会 

地
域
か
ら

５
月
12
日
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日

　

～
平
成
30
年
で
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
１
年
を
迎
え
ま
す
～

役
割
は･･･

５月12日～
18日は活動
強化週間

八女市民生委員児童委員連絡協議会役員の皆さん

　
八
女
市
民
生
委
員
児
童
委

員
連
絡
協
議
会
で
は
、
個
々
の

民
生
委
員
児
童
委
員
が
活
動

し
や
す
い
よ
う
課
題
を
共
有

し
、
対
応
方
法
を
検
討
す
る

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
自
ら
の
自
己

研
さ
ん
の
た
め
に
、
全
体
研

修
を
年
に
２
回
、
13
校
区
ご

と
の
研
修
お
よ
び
主
任
児
童

委
員
部
の
研
修
も
独
自
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
民
生
委
員
児
童
委

員
の
「
な
り
手
不
足
」
と
い

う
全
国
的
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、
地
域
か
ら
候
補

者
を
ど
の
よ
う
に
発
掘
す
る

か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会

会
長　
樋
口 

欣
榮

　

心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
、
ひ

と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
は
、
あ
な
た
の
身
近

な
相
談
相
手
で
す
。
相
談
内
容

に
応
じ
て
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な

ぎ
役
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法

に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
、
八
女
市
で
は
２
０
３

人
が
各
担
当
区
域
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は
、

児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委

員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

人
格
識
見
高
く
、
広
く
社
会

の
実
情
に
通
じ
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
熱
意
の
あ
る
人
な
ど
民

生
委
員
法
に
規
定
さ
れ
た
要
件

を
満
た
す
人
が
、
八
女
市
民
生

委
員
推
薦
会
委
員
長
お
よ
び
八

女
市
長
か
ら
福
岡
県
知
事
・
厚

生
労
働
大
臣
に
推
薦
さ
れ
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

す
。
民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
、

活
動
の
た
め
の
費
用
は
支
払
わ

れ
ま
す
が
、
報
酬
は
支
払
わ
れ

ま
せ
ん
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
へ

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し

て
、
担
当
の
区
域
に
お
い
て
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
安
否
確

認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
の
中
で
も
、
子

ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を

専
門
に
担
当
す
る
の
が
主
任
児
童

委
員
で
す
。医
療
や
介
護
の
悩
み
、

妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
失
業
や

経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心

配
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
て
、
必
要
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
市
役
所
や
地
域
の

専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り

ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
法

に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

　
八
女
市
で
は
、
福
島
・
長
峰
・

上
妻・三
河・八
幡・川
崎・忠
見・

岡
山・上
陽・黒
木・立
花・矢
部・

星
野
の
13
校
区
そ
れ
ぞ
れ
に
協

議
会
、
ま
た
市
全
体
で
主
任
児

童
委
員
部
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
13
校
区
・
１
部
の
横
断

的
組
織
と
し
て
、
八
女
市
民
生

委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会（
樋

口
欣
榮
会
長
）
が
設
置
さ
れ
て

民
生
委
員
児
童
委
員
と
は

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
と
は

14　2018.5.1  広報八女
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▽八女市役所 福祉課  （☎ 24･8030）
▽黒木支所 市民生活福祉課（☎ 42･1114）
▽立花支所 市民生活福祉課（☎ 23･4933）
▽上陽支所 市民生活福祉課（☎ 54･2218）
▽矢部支所 市民生活福祉課（☎ 47･3111）
▽星野支所 市民生活福祉課（☎ 52･3113）

◦民生委員児童委員、
　主任児童委員についての問い合わせ

　

私
は
、
現
在
4
期
目
を
迎

え
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
民

生
委
員
児
童
委
員
を
受
け
る

に
あ
た
り
、
活
動
内
容
に
対

し
て
、
ま
っ
た
く
知
識
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
輩

方
の
助
言
も
あ
り
、
徐
々
に

活
動
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。

不
慣
れ
な
活
動
の
な
か
で
も
、

訪
問
し
て
「
あ
り
が
と
う
」

の
ひ
と
言
を
か
け
て
も
ら
う

こ
と
が
次
の
活
力
に
な
り
、

現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

『
無
報
酬
の
報
酬
』
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ

し
く
「
あ
り
が
と
う
」
の
ひ

と
言
が
や
り
が
い
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

本
市
も
、
地
域
の
希
薄
化

が
進
み
、
地
域
の
課
題
も
複

雑
化
し
て
い
ま
す
。
民
生
委

員
児
童
委
員
の
活
動
を
支
え

て
い
た
だ
く
の
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
民
生

委
員
児
童
委
員
の
活
動
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
委

員
の
活
動
に
対
し
て
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

子
ど
も
民
生
委
員
（
上
陽
）

い
ま
す
。

　

校
区
協
議
会
や
主
任
児
童
委

員
部
、
連
絡
協
議
会
で
は
地
域

の
課
題
を
共
有
し
、
対
応
方
法

　

八
女
市
で
は
、
平
成
24
年
か

ら
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
と
し

た
訪
問
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
。
初
め
は
、
訪
問
す
る
側

も
さ
れ
る
側
も
戸
惑
い
が
あ
り

地
域
の
力
で
虐
待
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
な
支
援
が
で

き
な
い
か
」
と
主
任
児
童

委
員
の
働
き
か
け
に
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
。
核
家
族

化
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

が
希
薄
化
し
、
親
が
孤
立

化
し
て
し
ま
う
の
を
防
止

す
る
た
め
に
、
早
い
段
階

で
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
民
生
委
員
が
、
乳
幼
児

を
全
戸
訪
問
す
る
と
い
う

取
り
組
み
は
、
県
内
で
も

め
ず
ら
し
い
事
業
で
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
上
陽
校
区
で

始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
。
上

陽
北
汭
学
園
４
年
生
の
児
童
が
、

事
前
に
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
に
つ
い
て
学
習
を
行
い
、
地
域

の
サ
ロ
ン
や
施
設
で
民
生
委
員
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
が
少
な
い
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
世
帯
の

方
に
は
、「
元
気
を
も
ら
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
に
は
地
域
貢
献
す
る
意
義
を

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
す
っ
か
り

定
着
し
、
第
２
子
、
第
３
子
の

訪
問
時
に
、
第
１
子
の
と
き
と

同
じ
民
生
委
員
児
童
委
員
・
主

任
児
童
委
員
と
嬉
し
い
再
会
と

な
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、「
虐
待
者
の
多

く
が
子
育
て
に
悩
む
親
で
あ
り
、

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業

（
主
任
児
童
委
員
部
）

八
女
市
で
は
、
こ
ん
な
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

に
つ
い
て
検
討
し
た
り
、
資
質
向

上
の
た
め
の
研
修
を
行
っ
た
り
し

な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　

学
校
側
も
積
極
的
に
協
力
を

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
ぐ
る
み

の
活
動
と
な
っ
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
全
国
的
に
も
特
筆
す
べ
き

活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

民生委員児童委員は、皆さまと共に、「地
域に根ざした思いやり」の心を広げる
ため、これからも活動を続けます。

◦こんな心配ごと、悩みごとはありませんか？

妊娠、子育て、
学校生活、生活費、
一人暮らし、健康 ･ 医療、
介護、福祉サービス

広報八女 2018.5.115
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

健
や
か
な
茶
の
生
育
を
願
う

　
新
茶
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
告
げ
る
「
新
茶

祈
願
祭
」
が
4
月
12
日
㈭
八
女
中
央
大
茶
園

の
五
社
神
で
あ
り
、
関
係
者
約
１
０
０
人
が

質
の
良
い
茶
葉
の
育
成
と
作
業
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。
主
催
の
松
延
伸
治
実
行
委
員

長
は
「
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
認
定
に
続
き
、
八
女
茶

を
世
界
の
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
我
々
も
世
界
が
納

得
す
る
よ
う
な
高
品
質
の
茶
を
生
産
す
る
よ

う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
今
年
は

春
先
の
温
か
さ
で
、
色
・
味
と
も
に
質
の
高

い
茶
葉
の
生
育
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　４月11日㈬、八女市立花体育館で、第 35 回
福岡県八女茶手もみ競技大会が行われ、市内
外から８チーム（うち１チームはオープン参加）
が参加し製茶の技術を競いました。
　競技は１チーム３人で、製茶した茶の品質で
競われます。また、個人の技術を図る動作点も
評価され、優勝・準優勝チームと個人評価の高
い人による選抜チームが、11 月14 日に同会場
で開催される第 26 回全国手もみ茶振興大会福
岡大会の一環で行われる第 22 回全国手もみ製
茶技術競技大会に出場する予定です。大会結
果は次のとおりです（敬称略）。
優勝　星野（笛田陽平・樋口大記・森松和昭）
準優勝　八女Ａ（平井英治・斉藤大樹・松延
　　　　健臣）
個人賞　１位：徳永慎太郎（黒木）・２位：柴
　　　　垣智成（黒木）・３位：永松宏章（筑後）
※13 ページに関連記事

いざ、全国大会へ【表紙から】

　４月8日㈰、亀甲（かめのこう）の釈迦堂境
内において、「釈迦堂甘茶まつり」が行われまし
た。釈迦の生誕をお祝いし、家内安全と無病息
災を祈る伝統行事で、長年地元の方々がお世話
をし、開催されています。祭りで振る舞われる
甘茶は地元の方々が栽培から加工まで手掛けら
れています。また、御堂を飾り付けている花の

亀甲で甘茶祭り

桜舞い散る中で交流を深める
　４月１日㈰、立花町上辺春地区の松尾弁財天
で、松尾弁財天大祭が行われました。桜の花び
らが舞い散る中、地元の皆さん手作りの料理や
ステージイベントに、参拝者はお花見気分で春
の休日を楽しみました。松尾地区が平成２４年
から交流を深めている福岡県春日市天神山自治

数々も各家庭で咲
かせたものを使って
います。和気あいあ
いの雰囲気の中、た
くさんの方が訪れて
おいしい甘茶を味
わっていました。

会の子どもたちも
来場し、都市部と
は違った田舎の自
然を満喫。交流を
楽しみました。

　４月16日㈪、JA 全農ふくれん茶取引センター
で平成 30 年度新茶の初入札会が行われ、昨年
の倍以上となる182 点、4106.5㎏が出品されま
した。入札には指定茶商約 30 社が参加し、皿
に盛られた新茶一品一品について、色やつや、
香りのほか、実際に淹れてみた味や水色などを
入念に吟味し、入札しました。
　最も評価の高いものには１㎏当たり10 万円が、
平均で 7,612 円の値が付きました。

今年の新茶の出来は…
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　福島地区まちづくり協議会では、「地域づくり提案事
業」を活用し、冊子やパンフレット、散策マップの案
内板を作りました。
　昔から市の中心市街地として発展してきた福島地区
ですが、人口の流出や少子高齢化等の影響で、空き
家・空き地も目立ち、過去の賑わいの面影も薄くなり
つつあります。こうした中、白壁の町並みや伝統工芸、
八女福島の燈籠人形などを観光資源として内外へ発信
することで、来訪者の増加を図ると共に地区内の賑わ
いの創出につなげていきたいとの想いで取り組みまし
た。会議や現地確認、写真撮影などを重ね、１年がか
りで冊子とパンフレット等を作成しました。冊子とパン
フレットは公共施設や福島地区内の店舗や飲食店等に
常備し、散策マップの案内板は、堀川バスと西鉄バス
のそれぞれの福島停留所に設置しました。

観光資源の発信で地域活性化を

いじめ防止標語で全国賞
　「第 11回いじめ防止標語コンテスト」で、中学生の
部全国賞に輝いた田中亮佑さん（星野中１年）が 3 月
29日㈭、市役所を訪れ西島教育長に受賞報告しました。
田中さんの作品は、「やめんねとその一言が口にだせ
ない　だけど頑張る　今日からの俺」。全国の小中学
校 2107 校から約 45 万の応募があり、受賞した３２作
品の一つとなりました。田中さんは、普段の生活でもい
じめのない雰囲気作りに努力していく気持ちを込めたと
語りました。（学年は平成 30 年 3 月現在）

　

４
月
３
日
㈫
、
八
女
警
察
署
黒
木
警
部
交
番

の
落
成
式
が
行
わ
れ
、
警
察
関
係
者
を
は
じ
め
約

60
人
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。黒
木
警
部
交
番
は
、

旧
黒
木
町
全
域
を
管
轄
し
、
署
員
13
人
が
交
代
し

な
が
ら
24
時
間
体
制
で
黒
木
地
域
の
安
心
安
全
を

安
心
安
全
の
新
拠
点
完
成

見
守
り
ま
す
。
ま
た
、

福
岡
県
警
察
自
動
車
警

ら
隊
黒
木
分
駐
所
と
も

施
設
を
共
用
し
ま
す
。

　

木
下
誠
吾
所
長
は

「
地
域
密
着
の
活
動
を

通
じ
て
、
黒
木
地
区
の

安
心
安
全
を
守
り
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　４月３日㈫にべんがら村利用組合（樋口文則組合
長）から平成 29 年７月九州北部豪雨の義援金をお預
かりしました。この義援金は、べんがら村でのイベント
の会場や、べんがら村の施設内に募金箱を設置して集

べんがら村から義援金

まったものです。
お預かりした義
援金は八女市を
通じて被災地へ
届けます。あり
がとうございま
した。　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

に
安
心
安
全
を

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
登
下
校
を
願

い
、
新
小
学
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
、

各
小
学
校
に
横
断
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
横
断
旗
】　
「
児
童
の
交
通
事
故
防
止

と
安
全
指
導
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
、
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
筑
後
支
部

八
女
分
会
（
下
川
澄
人
会
長
）
か
ら
市

内
の
全
小
学
校
15
校
へ
90
本
の
横
断
旗

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
防
犯
ブ
ザ
ー
】　

八
女
地
区
防
犯
協
会

（
三
田
村
統
之
会
長
）
か
ら
八
女
市
・
広

川
町
の
新
小
学
1
年
生
５
０
８
人
に
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
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お
知

ら
せ

　最近「もの忘れが気になる」
と心配している方を対象に器械
による検査と専門医（久留米大
学病院高次脳疾患研究所）によ
る検診（無料）を行います。結
果に応じて相談対応や専門医療
機関の紹介を行います。
⃝日時＝６月６日㈬ 13 時～
⃝会場＝おりなす八女
⃝対象者＝おおむね 65 歳以上の

「もの忘れ」が気になる方で専門
医療機関を受診していない人
⃝定員＝ 20 人（定員になりしだ
い締め切ります）
⃝申込方法＝電話にて申込受付
をします
⃝申込・問い合わせ＝介護長寿
課高齢者支援係 ( ☎ 23・1308)

◦
助
成
対
象
者
＝
次
の
す
べ
て

を
満
た
す
方

⑴
骨
髄
等
の
提
供
時
に
八
女
市

内
に
住
所
を
有
す
る
方

⑵
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
事

業
に
お
い
て
骨
髄
等
の
提
供
を

完
了
し
、
そ
の
証
明
書
類
の
交

付
を
受
け
た
方

※
次
に
該
当
す
る
方
は
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
が
あ
る
事

業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
方

▽
骨
髄
等
の
提
供
に
対
し
て
、

他
の
自
治
体
の
助
成
金
等
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

◦
助
成
金
の
額
＝
骨
髄
等
の
提

供
に
係
る
通
院
、
入
院
お
よ
び

面
談
を
し
た
日
数
に
２
万
円
を

乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
１
回
の

提
供
に
つ
き
14
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

⑴
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院

⑵
自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院

⑶
骨
髄
等
の
採
取
の
た
め
の
入
院

⑷
提
供
後
の
健
康
診
断
の
た
め

の
通
院

⑸
そ
の
他
骨
髄
等
の
提
供
に
関

し
、
骨
髄
バ
ン
ク
が
必
要
と
認

め
る
通
院
、
入
院
お
よ
び
面
談

※
い
ず
れ
も
、
骨
髄
・
末
梢
血

幹
細
胞
の
採
取
術
お
よ
び
こ
れ

に
関
連
す
る
医
療
処
置
に
よ
っ

て
生
じ
た
健
康
被
害
の
た
め
の

も
の
は
除
き
ま
す
。

◦
申
請
方
法
＝
八
女
市
骨
髄
等

移
植
ド
ナ
ー
助
成
金
交
付
申
請

書
（
様
式
第
１
号
）
に
次
の
書

類
を
添
え
て
、
申
請
窓
口
へ
ご

持
参
も
し
く
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

⑴
骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
す
る
骨

髄
等
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

⑵
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通
院
、

入
院
お
よ
び
面
談
を
し
た
日
を

証
明
す
る
書
類

⑶
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
書
類

◦
申
請
期
限
＝
骨
髄
等
の
提
供

を
完
了
し
た
日
か
ら
１
８
０
日

以
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
２
０
１
）

骨髄・末梢血
幹細胞の提供
者に助成金を
交付します

　
八
女
市
で
は
、
ド
ナ
ー
登
録
の
拡
大
と
移
植
医

療
を
推
進
す
る
た
め
、（
公
財
）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

（
以
下
「
骨
髄
バ
ン
ク
」）
が
行
う
骨
髄
・
末
梢
血

幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
に
お
い
て
骨
髄
・
末

梢
血
幹
細
胞
（
以
下
「
骨
髄
等
」）
を
提
供
し
た

方
に
対
し
、
今
年
度
か
ら
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

もの忘れ
予防検診
（無料）

　

八
女
市
の
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

椅
子
に
座
っ
た
体
操
を
中
心
と
し

た
、
介
護
予
防
の
知
識
の
普
及
啓

発
教
室
で
す
。
介
護
予
防
の
知
識

を
身
に
つ
け
、
自
宅
で
の
運
動
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ

ま
で
も
地
域
で
元
気
に
生
活
で
き

る
か
ら
だ
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

移
動
手
段
が
な
い
方
も
送
迎
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
度
し
っ
か
り
貯
筋
体

操
卒
業
生
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

⃝

開
催
日
＝
５
月
下
旬
頃
～
平
成

31
年
３
月
ま
で
月
１
～
２
回

※
会
場
に
よ
っ
て
日
程
が
異
な
り
ま

す
の
で
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

⃝

開
催
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

⃝

開
催
場
所
＝
お
住
ま
い
の
地
区

の
教
室
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝

参
加
費
＝
１
０
０
円
（
送
迎
が

不
要
な
方
は
無
料
で
す
）

【
八
女
地
区
】
①
多
世
代
交
流
館

（
男
組
）
／
第
１
・
３
水
曜
日
※

男
性
限
定 

②
多
世
代
交
流
館
／

第
２
・
４
水
曜
日 

③
総
合
体
育
館

／
第
２
・
４
火
曜
日 

④
八
女
市
社

会
福
祉
会
館
／
第
２
・
４
木
曜
日

⃝

申
込
＝
介
護
長
寿
課 

高
齢
者

支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

【
立
花
地
区
】
担
い
手
研
修
セ
ン

タ
ー 

／
第
２
・
４
月
曜
日

⃝

申
込
＝
立
花
支
所 

市
民
生
活
福

祉
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
３
）

【
黒
木
地
区
】
①
豊
岡
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
第
１
・
３
木
曜
日

②
ふ
じ
の
里
／ 

第
１
・
３
火
曜
日

⃝

申
込
＝
黒
木
支
所 

市
民
生
活
福

祉
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
４
）

【
上
陽
地
区
】
農
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
／
第
１
・
３
月
曜
日

⃝

申
込
＝
上
陽
支
所 

市
民
生
活
福

祉
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

【
星
野
地
区
】
星
野
支
所
大
集
会

室
／
第
１
・
３
金
曜
日

⃝

申
込
＝
星
野
支
所 

市
民
生
活
福

祉
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
３)

【
矢
部
地
区
】矢
部
公
民
館
大
ホ
ー

ル
／
第
２
・
４
金
曜
日

⃝

申
込
＝
矢
部
支
所 

市
民
生
活

福
祉
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

し
っ
か
り
貯
筋
体
操
教
室

平
成
30
年
度
し
っ
か
り
貯
筋
体
操
教
室

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
次
を
ご
参

照
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
貯
筋
体
操
と
は

参加者
募集
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◦
日
時
＝
５
月
15
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

生
地
作
り
か
ら
、
ト
ッ
ピ
ン

グ
ま
で
を
み
ん
な
で
行
い
ま
す
。

熱
々
の
ピ
ザ
を
一
緒
に
味
わ
い
ま

せ
ん
か
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

く
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
５
月
19
日
㈯
10
時
～

12
時
30
分

◦
場
所
＝
多
世
代
交
流
館
「
共

生
の
森
」

◦
参
加
費
＝
２
０
０
円
、要
申
込・

定
員
20
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代
交
流
館

共
生
の
森
（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

野
鳥
た
ち
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
申
込
不
要
、
水
筒
・
筆
記

用
具
持
参
。

◦
日
時
＝
５
月
13
日
㈰
、
９
時
集

合
～
正
午
解
散
、
小
雨
決
行

◦
集
合
場
所
＝
み
や
ま
市
瀬
高
町

清
水
寺
本
坊
庭
園
入
口
駐
車
場

◦
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
中
学
生

以
下
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
地
域
環
境
課

（
☎
２
２
・
６
９
６
３
）

　

今
回
は
「
お
客
さ
ま
の
ゆ
め
を

か
た
ち
に
」
と
題
し
、
猿
渡
啓
さ

ん
（
猿
渡
一
級
建
築
士
事
務
所
社

長
）
の
講
演
。
参
加
無
料
。
定

員
40
人
。

　

あ
な
た
の
血
管
年
齢
、
肌
年

齢
、
体
脂
肪
率
、
血
圧
な
ど
を

測
定
し
、
公
立
八
女
総
合
病
院

の
認
定
看
護
師
、
看
護
師
が
リ

ス
ク
の
評
価
か
ら
生
活
習
慣
病
の

予
防
指
導
ま
で
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
12
日
㈯
13
時
～

16
時

◦
場
所
＝
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
２
階

吹
き
抜
け
ス
ペ
ー
ス

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八
女
総
合

病
院
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
出
店
者
も
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
13
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
５
月
13
日
㈰
７
時
30

分
、
旧
北
山
支
所
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
男
ノ
子
不
動
の
滝

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

５
月
10
日
か
ら
16
日
は
、
愛

鳥
週
間
で
す
。
愛
鳥
週
間
と
は
、

野
鳥
が
活
発
に
な
る
こ
の
時
期
、

野
鳥
を
通
し
て
自
然
を
守
る
大

切
さ
を
知
り
広
め
て
い
く
週
間
で

す
。
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾

け
、
自
然
の
中
で
自
由
に
暮
ら
す

八
女
軽
ト
ラ
市

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

お
知

ら
せ

第
52
回
地
域
活
動
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

石
窯
で
焼
く
ピ
ザ
作
り

　女子サッカーなでしこレジェンド
や八女市出身の元プロサッカー選手
等を招待し、クラブハウスのオープ
ニングイベントを開催します。
◦日時＝ 5 月13日㈰ 10 時～
◦会場＝八女東部スポーツ公園（グ
リーンフィールド八女）
◦内容＝①なでしこレジェンドと元
プロサッカー選手等による小学生対
象サッカー教室 ②中学生VSレジェ
ンドチームによるフレンドリーマッ
チ ③地元特産品の出店や抽選会
◦参加方法＝小学生の教室参加は、
申込書を八女市総合体育館または
各支所総務課へ提出してください。
※申込書は窓口に用意しています。
八女市ＨＰからもダウンロードでき
ます。一般の観覧は自由にできます
ので気軽にお立ち寄りください。
◦申込・問い合わせ＝総合体育館

（☎ 24・1230）

八女東部スポーツ公園クラブハウ
スオープニングイベント

サッカーフェスタ八女 5/13
㈰

◦日時＝ 5 月 20 日㈰ 10 時～
◦会場＝総合体育館 柔・剣道場
◦問い合わせ＝総合体育館内
SOUTH クラブ（☎ 24・1340）

★ＳＯＵＴＨクラブ総会のご案内★

八女伝統工芸館の催し

公
立
八
女
総
合
病
院 

脱
生
活

習
慣
病
！
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

　八女手漉き和紙を使った、八女出身・在
住作家による異色作品の数々。
◦期日＝５月６日㈰まで。９時～ 17 時、最
終日16 時まで 
◦切り絵体験＝『切り絵のモビール作り』 
期間中毎日実施（予約優先） 。14 時スター
ト、定員１日５人、参加費 3000 円   

　信長・秀吉・家康に仕えた武将・政治
家で初代筑後国主の田中吉政。八女を始め
筑後で残した偉業の数々を紹介します。
◦日時＝ 5 月11日㈮～ 20 日㈰ 9 時～ 17
時（最終日16 時）、休館日14日
▽特別イベント
①半田隆夫氏講演会＝ 5 月12日㈯②田中
義照氏講演会 5 月13日㈰※ともに14 時
③演劇「岡崎の魂」八女福島文平座＝ 5
月19日㈯、5 月20日㈰の２回公演 14 時

（一般 1500 円、小学生 500 円）
◦会場＝八女伝統工芸館
◦入場料＝無料（演劇は有料です）
◦特別展示＝吉政公ゆかりの資料、伝統工
芸品、蒲池窯等

松原真紀　切り絵展 「さえずり」

初代筑後国主「田中吉政時代展」

◦問い合わせ＝同館（☎ 22・3131）
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石
さ
ん
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
・
集
合
＝
５
月
27
日
㈰
、

八
女
伝
統
工
芸
館
８
時
出
発

◦
参
加
費
＝
４
０
０
０
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
５
月
12

日
㈯
ま
で
に
八
女
歩
こ
う
会
吉

岡
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
９
２
５
・

１
０
０
３
）

　

参
加
無
料
。
希
望
者
は
５
月

7
日
㈪
～
５
月
25
日
㈮
ま
で
に

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
。

秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分
（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

◦
場
所
、
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て

女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
県
久

留
米
総
合
庁
舎
１
階
）
☎
０
９
４

２
・
３
８
・
７
５
７
９

　

新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
、
興

味
が
あ
る
人
、
さ
ら
に
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
人
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
13
日
㈰
９
時
～

◦
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
本

店
別
館
会
議
室
（
福
島
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
）

◦
内
容
＝
▽
就
農
定
着
ま
で
の
流

れ
▽
新
規
就
農
の
補
助
事
業
に
つ

い
て
▽
農
業
経
営
収
支
に
つ
い
て

▽
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
概
要

◦
申
込
＝
５
月
10
日
㈭
ま
で
に
Ｊ

Ａ
ふ
く
お
か
八
女
農
業
振
興
課

荒
巻
さ
ん
へ（
☎
２
３・１
３
７
８
）

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
相

談
希
望
の
方
は
５
月
31
日
㈭
ま

で
に
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
者
福
祉

福
祉
課
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
進
行
性
筋
委
縮
症
児
の
キ
ャ

ン
プ
（
定
員
25
人
）

◦
対
象
＝
県
内
の
進
行
性
筋
委

縮
症
児
お
よ
び
保
護
者

◦
期
間
＝
７
月
21
日
㈯
～
22
日

㈰◦
場
所
＝
ス
コ
ー
レ
若
宮
（
宮
若

市
乙
野
）

②
海
の
キ
ャ
ン
プ
（
定
員
50
人
）

◦
対
象
＝
小
学
３
年
～
中
学
３

年
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

◦
期
間
＝
８
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰

◦
場
所
＝
県
立
少
年
自
然
の
家

「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
神
湊
）

③
山
の
キ
ャ
ン
プ
（
定
員
30
人
）

◦
対
象
＝
海
の
キ
ャ
ン
プ
と
同
じ

◦
期
間
＝
８
月
25
日
㈯
～
27
日

㈪◦
会
場
＝
や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡

筑
前
町
大
字
三
箇
山
）

※
海
・
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
高
校

生
で
も
申
込
状
況
に
よ
っ
て
参
加

可
能
な
場
合
あ
り
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
肢
体
不
自
由

児
協
会
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・

５
７
２
３
）

　

業
務
内
容
、
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◦
募
集
人
数
＝
４
人
程
度
（
男

女
そ
れ
ぞ
れ
２
人
程
度
）

◦
勤
務
期
間
＝
６
月
15
日
㈮
～

９
月
７
日
㈮

◦
申
込
締
切
＝
５
月
21
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務

課
総
務
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

　

子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
業
相
談
・
各
種
情

報
提
供
か
ら
、求
人
企
業
の
開
拓・

就
職
あ
っ
せ
ん
ま
で
、
一
貫
し
て

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就

職
活
動
中
の
方
、
そ
ろ
そ
ろ
働
き

就
業
支
援

身
体
障
が
い
者（
児
）巡
回
相
談

◦
期
日
＝
５
月
19
日
㈯
、
20
日

㈰
（
２
日
間
）
10
時
～
17
時

◦
講
師
＝
国
指
定
重
要
無
形
文

化
財
久
留
米
絣
技
術
保
持
者 

森

山
虎
雄
さ
ん
、
森
山
富
子
さ
ん
、

森
山
哲
浩
さ
ん

◦
内
容
＝
コ
ー
ス
タ
ー
（
十
二
支

12
枚
分
）、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー

１
枚

◦
受
講
料
＝
１
５
０
０
０
円

◦
定
員
＝
6
人
（
先
着
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
持
参
品
＝
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、

座
布
団
（
薄
手
）、
昼
食

◦
申
込
＝
八
女
伝
統
工
芸
館 

大

肢
体
不
自
由
児
の

海
と
山
の
キ
ャ
ン
プ

子
育
て
女
性
の
た
め
の
就
職
支
援

就
農
相
談
会

星
野
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
管
理
・
監

視
人

第
13
回
九
州
地
区
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
大
会
in
長
崎

　八女市では、市内で
新規創業を予定されて
いる人を対象に補助制
度を創設し、八女市商
工会および八女商工会
議所と連携して支援を

行っています。詳細については、市ホーム
ページまたは商工・企業誘致課商工振興
係（☎ 23・1189）へお問い合わせください。
　なお、この補助制度の活用は、下記の
創業塾を受講されることが申請要件です。
また、本年度中に創業されなくても、事前
に受講いただくことで、次年度の創業時期
に選択肢が広がります。この機会に受講
されますようお知らせします。

　創業における知識習得や新規開業時の
具体的な事業計画・資金計画の立て方、
実践的な経営など、必要な知識を身につ
けるために開催する短期集中型の創業セ
ミナーです。
◦開催日時＝ 5 月 26 日㈯・27 日㈰ 
※２日間とも受講してください。時間は両
日とも 9 時～ 17 時を予定しています。

教
室
・
講
座

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

「八女市新規創業補助金」の申
請や新規創業資金等の借り入
れ予定の皆さまへ　
～新たな補助制度を活用ください～

【八女創業塾の受講生募集！】
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係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
６
月
20
日
㈬
※
受
付

は
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◦
会
場
＝
は
な
や
ぎ
の
里
（
八
女

郡
広
川
町
新
代
２
１
６
５
の
１
）

◦
相
談
内
容
＝
補
装
具
の
支
給
・

修
理
の
相
談
（
視
覚
、
聴
覚
、

内
部
障
害
者
の
相
談
は
行
い
ま

せ
ん
）

◦
持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑 

②

身
障
者
手
帳 

③
補
装
具
の
再
支

給
や
修
理
希
望
者
は
前
回
支
給

の
補
装
具

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書

作
成
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が

い
者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
人
に
対
し
情
報
提
供
し
、
被

害
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
す
。
福
岡

県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
主
催

◦
開
催
日
時
＝
５
月
27
日
㈰
10

時
～
16
時

◦
相
談
方
法
＝
電
話
相
談
（
相

談
無
料
）

◦
相
談
受
付
電
話
番
号
＝
０
９

２
・
７
２
４
・
９
５
０
５

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　軽自動車税には１台に限り減額免除の制度
があります。次の事項に該当する人は、軽自
動車納税通知書が届いてから 5 月 31日㈭ま
でに申請してください。ただし、すでに普通
自動車税（県税）の減額免除を受けている人
は除きます。また、障害の級により対象とな
らないこともあります。なお、昨年までに申請
をしてその内容に変更のない人は継続して減
額免除になりますが、所有者・車体等に変更
があった場合は新たに申請が必要になります。
◦対象＝①身体障害者手帳・療育手帳・精
神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳をお
持ちで、一定の要件を満たす人  
②「①」の人と住民票住所地が同じご家族 
③身体しょうがい者等（身体しょうがい者等
のみで構成する世帯に限る）を常に介護する
人
◦対象となる車＝身体しょうがい者、知的しょ
うがい者、精神しょうがい者、戦傷病者の所
有する車（「②」の所有する車も含む）
◦申請の時に持参するもの＝

【①の場合】身体障害者手帳・療育手帳・精
神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳のい
ずれか／印鑑／軽自動車税の納税通知書／
運転免許証／車検証

【②③の場合】証明書等が必要になる場合が
あります。詳しくはお問い合わせください。

軽自動車税の減免について

◦問い合わせ＝本庁税務課（☎ 23・1112）
・黒木支所市民生活福祉課（☎ 42・1113）
・立花支所市民生活福祉課（☎ 23・4932）
・上陽支所市民生活福祉課（☎ 54・2218）
・矢部支所市民生活福祉課（☎ 47・3111）
・星野支所市民生活福祉課（☎ 52・3113）

軽自動車税についての
　問い合わせ

　4 月1日現在自動車を所有している人に
対し、毎年 5 月初めに自動車税の納税通知
書を送付しています。自動車税は 5 月 31
日までに納めましょう。納付場所は、県税
事務所や金融機関などです。なお、コンビ
ニエンスストアでは、土・日曜・夜間も納
めることができます。納税通知書が届かな
いなどの問い合わせは久留米県税事務所

（☎ 0942・30・1078）までお願いします。

自動車税は 5 月31日㈭までに
納めましょう

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
た
め

に
は
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

《
６
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
５
月
19
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

土
地
ま
た
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿

（
土
地
の
場
合
は
、
所
在
・
地
番
・

地
目
・
地
積
・
価
格
を
記
載
）

を
縦
覧
で
き
ま
す
。（
所
有
す
る

固
定
資
産
が
非
課
税
、
ま
た
免

税
点
未
満
の
人
は
縦
覧
で
き
ま

せ
ん 

）。
縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、

「
運
転
免
許
証
」
や
「
健
康
保
険

証
」
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理

人
の
場
合
は
、
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
と
「
委
任
状
」
が
必
要
で

す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

◦
縦
覧
期
間
＝
５
月
31
日
㈭
ま

で
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
、土・

日
・
祝
日
除
く
。
本
庁
は
水
曜

日
の
み
19
時
ま
で
）

◦
縦
覧
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
本

庁
の
み
八
女
市
内
全
域
分
が
縦

覧
で
き
ま
す
。
各
支
所
で
は
支

所
管
内
分
の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽
本
庁
１
階
税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

▽
黒
木
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

に
つ
い
て
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火災出火件数  4件 （12件）
救急出動件数 312件 （915件）
救急搬送人数 304人 （880人）

人身事故発生件数 26件 （93件）
傷　　者 37人 （117人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 64,322 (-172)
男 30,358  (-83)
女 33,964  (-89)

世帯数 24,754  (+59)
　※（　）内は前月比

出生 47 人 死亡 102 人
転入 307 人 転出 424 人

▼ 3 月の交通事故の状況

▼ 3 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月1日現在）

▼ 3 月の異動

納期限・口座振替日は5月31日㈭
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦固定遺産税（1期）
◦軽自動車税（全期）
◦住宅使用料（5 月）
◦保育料（5 月）

5月に
納める
もの

　

は
か
り
、
お
も
り
、
分
銅
な
ど

の
計
量
器
は
２
年
に
１
回
、
計
量

法
に
基
づ
い
た
定
期
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
検
査
を
受
け
て
い
な
い
計
量

器
は
取
引
や
証
明
に
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
家
庭
用
の
計

量
器
も
取
引
や
証
明
に
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
適
正
な
計
量
器
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

◦
日
程
・
会
場
＝
▽
矢
部
体
育
館

５
月
14
日
㈪
▽
立
花
体
育
館
５

月
15
日
㈫
・
16
日
㈬
▽
星
野
行

政
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
月
17
日
㈭

▽
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
上
陽
）

５
月
18
日
㈮
▽
黒
木
体
育
館
５

月
21
日
㈪
・
22
日
㈫
▽
お
り
な

す
八
女
５
月
23
日
㈬
・
24
日
㈭
・

25
日
㈮

◦
受
付
時
間
＝
10
時
～
12
時
、

13
時
～
15
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
（
一
社
）
福

岡
県
計
量
協
会
（
☎
０
９
２
・
９

３
９
・
２
９
４
５
）
▽
商
工
・
企

業
誘
致
課
商
工
振
興
係（
☎
２
３・

１
１
８
９
）

　

近
年
、
全
国
各
地
で
毎
年
の

よ
う
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、

地
震
や
風
水
害
へ
の
対
策
は
万
全

で
す
か
？
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で

発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
身
を
守
る
た
め
に
、
普
段
か

ら
万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

【
万
が
一
に
備
え
て
】

▽
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確

認
す
る
。
▽
非
常
持
ち
出
し
品
や

家
庭
内
で
の
備
蓄
品
を
確
認
す

る
。
▽
家
族
の
連
絡
方
法
、
連

絡
先
を
確
認
す
る
。
▽
隣
近
所

や
地
域
で
災
害
時
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。（
八
女
消
防
本
部
）

特
定
計
量
器
定
期
検
査

【筑後七国観光フェスタ in ゴールデ
ンウイーク】◦日にち＝ 5/3 ㈷～ 5 ㈷
◦場所＝ HAWKS ベースボールパーク
筑後◦問＝筑後市観光課（☎ 0942・
65・7024）

【沖端水天宮祭】◦日にち＝5/3 ㈷～ 5
㈷◦場所＝沖端水天宮◦問＝柳川市観
光案内所（☎ 0944・74・0891）

【大川えつ観光川開き】◦日時＝ 5/1
㈫ 10:30 ～ 12:50 ◦場所＝大川テラッ
ツァ、若津港浮桟橋◦問＝大川観光協
会（☎ 0944・87・0923）

【鯉・恋・来】◦日時＝ 5/5 ㈷ 10:00
～ 15:30 ◦場所＝高田濃施山公園（み
やま市高田町下楠田 480）◦問＝同実
行委員会（☎ 090・6777・7262）

【HIROKAWA 里カフェまち子のおや
つ OPENING EVENT ＆ひろかわ藍
彩市場春のかすり祭】◦日時＝ 5/1 ㈫
～ 6 ㈰ 9:00 ～ 17:00 ◦場所＝広川町
産業展示会館◦問＝ひろかわ藍彩市場

（☎ 32・5555）

みやま市

広川町

大川市

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　

八
女
市
で
は
、
世
帯
主
を

対
象
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
お
住

ま
い
の
エ
リ
ア
（
旧
市
町
村
）

ご
と
に
無
償
配
付
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
脅
か
す
よ
う

な
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
市
は
、
避
難
勧

告
や
避
難
指
示
、
緊
急
地
震

速
報
な
ど
の
防
災
情
報
を
Ｆ

Ｍ
放
送
を
使
っ
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
室
内
ア

ン
テ
ナ
（
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
、

フ
ィ
ー
ダ
ー
ア
ン
テ
ナ
）
で
Ｆ

Ｍ
八
女
が
受
信
で
き
な
い
場

合
は
、
無
償
配
付
者
を
対
象

に
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
等
の
設
置

な
ど
の
難
聴
対
策
を
無
償
で

行
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）
ま
た

は
各
支
所
総
務
課

♬ 

難
聴
対
策
を
実
施
し
ま
す

活用していますか？

防災ラジオ
♬ 

世
帯
主
を
対
象
に
無
償

配
付
し
て
い
ま
す

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
！

　5 月16日㈬午前 11時ご
ろ、全国瞬時警報システム
を用いた、地震や武力攻撃
等の緊急情報の伝達訓練
が全国一斉に行われます。
これにあわせて、防災ラジ
オが自動起動し、最大音量
で「これはＪアラートのテ
ストです」という放送が３
回流れます。訓練ですので
お間違えないようお願いし
ます。（※）Ｊアラートとは、
地震・津波や武力攻撃等
の緊急情報を、国から人工
衛星などを通じて瞬時にお
伝えするシステムです。
⃝問い合わせ＝防災安全課

（☎ 23・1731）

緊急情報の伝達訓練
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予約

無料法律相談
◦ 5 月17日㈭ 、6 月7日㈭／ 相談　
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 5 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館 
　※予約☎ 23・0294
◦ 5 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 5 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 5 月18 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦5月10日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画推進課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦5月21日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦5月11日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦6月1日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館／ふじの里（黒木）　
　／立花市民センター／地域福祉セン
　ター（上陽）／矢部公民館／星野支所
行政相談（総務課☎23・1111）
◦5月10日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月8日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月16日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月21日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦5月18日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月11日㈮ 13:30 ～ 16:00

　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦5月2日㈬、16日㈬ 、30日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦5月16日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦5月23日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月9日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦5月11日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦5月14日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦5月21日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦5月15日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦5月10日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月11日㈮・15日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月15日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦5月24日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦�月～金 8:30 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）

家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30
　／八女市消費生活センター
　　☎23・1183
◦�毎週水曜 9:00 ～ 16:00 
　／黒木支所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦5月15日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183

教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約 予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

広報八女 2018.5.123
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■編集・発行 八女市役所企画政策課秘書広報係
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芽
以
ち
ゃ
ん
、
元
気
で
ス
ク
ス
ク

と
大
き
く
育
っ
て
ね
♡

毎
日
、
２
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
の
後

を
ハ
イ
ハ
イ
で
追
い
か
け
て
大
喜

び
♪

祝
１
歳
！
笑
顔
が
素
敵
な
大
雅

く
ん
♡
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て

ね
！
大
好
き
♡
♡

兄
妹
で
仲
良
く
元
気
で
ス
ク
ス

ク
育
っ
て
ね
!!

１
歳
お
め
で
と
う
！
お
兄
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
♡
♡

誕
生
日
お
め
で
と
う
。
お
姉
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

大
き
く
な
っ
て
ね
！

は
る
ち
ゃ
ん
の
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
が

大
好
き
で
す
♡
元
気
い
っ
ぱ
い

に
育
っ
て
ね
♡

食
欲
旺
盛
の
り
ー
く
ん
♡
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き

く
な
ー
れ
!!

ひ
な
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♡
毎
日
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
元

気
に
育
っ
て
ね
！

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

♡
た
く
さ
ん
遊
ん
で
た
く
さ
ん

笑
っ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
！

と
も
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と

う
!!
元
気
い
っ
ぱ
い
ス
ク
ス
ク

育
っ
て
ね
♡

上村 芽
め い

以ちゃん

江頭 七
な な み

海ちゃん

井手 大
た い が

雅ちゃん

清水 栞
し お り

里ちゃん

原 累
る い が

雅ちゃん

津城 新
あらた

ちゃん

松崎 任
と う ま

真ちゃん

原 怜
れ い が

雅ちゃん

入部 遥
は る き

樹ちゃん

古賀 鈴
り ん な

菜ちゃん

伊藤 友
と も え

恵ちゃん

大石 莉
り さ と

聖ちゃん

大坪緋
ひ な み

那美ちゃん

Ｈ29年５月１日生（忠見北）

Ｈ29年５月５日生（下吉田）

Ｈ29年５月15日生（黒木町）

Ｈ29年５月２日生（納楚）

Ｈ29年５月10日生（高塚）

Ｈ29年５月20日生（大福寺)

Ｈ29年５月２日生（高塚）

Ｈ29年５月10日生（高塚）

Ｈ29年５月23日生（蒲原）

Ｈ29年５月４日生（黒木町）

Ｈ29年５月12日生（蒲原）

Ｈ29年５月４日生（室岡）

Ｈ29年５月11日生（蒲原）

おたんじょうびおめでとう

誕
生
日
お
め
で
と
う
！
マ
イ
ペ
ー

ス
な
る
い
☆
元
気
に
大
き
く
育
っ

て
ね
！

誕
生
日
お
め
で
と
う
！
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
の
れ
い
☆
兄
弟
３
人

仲
良
く
育
っ
て
ね
！

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
♡
元
気

で
笑
顔
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る

ひ
な
ち
ゃ
ん
大
好
き

有田 ひなたちゃん

Ｈ29年５月26日生（蒲原）

　

合
併
後
の
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
で
、
大
き
な
目
標
の
一つ
に
掲
げ

て
い
ま
し
た
地
域
振
興
計
画
の
策
定
が
、
平
成
29
年
３
月
、
市
内

の
21
団
体
す
べ
て
で
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
小
学
校
区
等

の
区
域
内
の
行
政
区
（
自
治
会
）
や
公
民
館
、
民
生
委
員
ほ
か
様
々

な
団
体
が
構
成
員
と
な
り
組
織
す
る
各
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
、
自

分
た
ち
の
地
域
の
理
想
と
す
る
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
▼
市
内
の
全
地
区
で
、
住

民
自
ら
が
計
画
書
を
策
定
し
て
い
る
市
町
村
は
県
内
で
も
少
な
い
と

聞
い
て
お
り
、
大
変
嬉
し
く
、
そ
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
各

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
に
ご
協
力
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
と

行
政
が
、
地
域
課
題
を
共
有
し
対
等
な
立
場
で
連
携
す
る
「
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一環

と
し
て
、
地
域
振
興
計
画
に
掲
げ
た
取
り
組
み
の
実
現
を
支
援
す

る
た
め
「
地
域
づ
く
り
提
案
事
業
」
を
設
け
、
平
成
23
年
度
か
ら

29
年
度
ま
で
に
１
０
５
事
業
を
採
択
、
補
助
金
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
地
域
づ
く
り
活
動
は
、
こ
の
計
画
の
全
団
体

策
定
完
了
に
よ
り
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
方
交
付
税
の
逓
減
が
進
む
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
は

全
21
団
体
へ
の
「
み
ず
か
ら
行

動
す
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等

運
営
交
付
金
」
を
大
幅
に
増
額

し
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
後
押

し
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
地
域
力
の
結
集
と
更
な
る
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

まちづくり団体の
さらなる活躍に
期待

㊹市長コラム

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）

す
ず
ち
ゃ
ん
、
１
歳
お
め
で
と

う
！
元
気
で
素
直
な
女
の
子
に

育
っ
て
ね
♡

塚﨑 鈴
すず

ちゃん

Ｈ29年５月29日生（納楚）

▼
新
茶
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
い
う

こ
と
で
、先
日
日
本
茶
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
方
に
お
茶
の
淹
れ

方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
お
湯
の

温
度
や
注
ぎ
方
に
よ
っ
て
変
化

す
る
味
や
抽
出
成
分
。
そ
の
奥

ゆ
か
し
さ
を
体
感
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
新
年
度
に
な
り
、
業
務
の
担

当
も
一
新
し
ま
し
た
。
広
報
紙
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通

じ
て
、
よ
り
新
鮮
な
情
報
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
広
報
担
当
に
、市
役
所
の
新

人
さ
ん
が
仲
間
入
り
し
ま
し

た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
彼
と
と
も

に
、新
鮮
な
紙
面
作
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
で
す
。（
Ｋ・Ｓ
）


